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日本メディア英語学会学会賞の制定に関する規定 
 

 （賞の制定） 

第 1 条  日本メディア英語学会は、会員のすぐれた研究業績を顕彰することを目的に、「日本メディ

ア英語学会 学会賞」（以下、「学会賞」）を制定する。 

 （対象著作物） 

第２条  「学会賞」は本会正会員による著作物を対象とする。ただし、当該著作物の著者は、学会賞

への被推薦時点で 3年以上の会員資格を有するものでなければならない。 

第３条  「学会賞」は、日本メディア英語学会の研究対象領域である「メディアとコミュニケーショ

ン」「メディア英語教育」「メディア英語の言語学」「その他の隣接研究諸分野」のいずれかに係わる

内容の著書（翻訳を含む）および学術論文を対象とする。 

第４条  「学会賞」の対象となる著作物は、当該年度から起算して 3 年以内に発行されたものとし、

和書・洋書の別を問わない。 

第５条   共著書および共著論文の場合は、主たる執筆者が本学会正会員で、前記の被推薦者資格を満

たしていなければならない。 

5.1   分担執筆（複数の章を 3名またはそれ以上の著者が分担して執筆したもの）による共著書の

場合、主たる執筆者または代表編者が被推薦者資格を満たす本学会正会員で、かつ執筆者の半数

以上が本学会正会員でなければならない。 

5.2   共著論文の場合、第 1著者が本学会正会員で、かつ前記の被推薦者資格を満たしていなけれ

ばならない。第 2著者以下については本会会員であるか否かを問わない。 

5.3   上記いずれの場合も、推薦者は推薦に当たって、当該著作物およびその著者が本規定にある

すべての被推薦者要件を満たしていることを、「学会賞推薦申請書」の所定の書式に従って明示し

なければならない。 

第 6条   「学会賞」の対象となる著書・論文のうち、論文については、本会会誌である Media, English 

and Communication誌に掲載された学術論文に限定する。 

 （推薦） 

第 7条  「学会賞」は、本会会員からの推薦（自薦・他薦）に基づいて「学会賞選考委員会（仮称）」 

  が審査を行い、その結果を理事会に具申する。（第 10条～12条参照） 

第 8 条  「学会賞」への推薦は、学会ウェブページ内の「学会賞推薦申請書」フォームを使って行う

ものとする。 

第 9 条 推薦は常時受け付けるが、毎年、原則として 6 月 30 日（またはウェブページ上で別途指定

する期日）を当該年度の推薦分の締切日とする。 

 （審査と受賞）  
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第 10条  学会賞の審査は、代表理事が指名する複数の委員からなる「学会賞選考委員会（仮称）」が

これを行う。（細則 1参照） 

第 11条  選考委員会は、会員からの推薦に基づいて審査を行い、その結果を理事会に具申する。 

第 12条  理事会は、選考委員会の具申を受けて授賞の可否を最終決定する。ただし、毎年受賞者を 

 出すことを前提としない。 

第 13条  授賞式は、当該年度末に開催される年次大会中に行う。 

第 14条  受賞者に対しては、賞状とともに副賞を贈呈する。 

第 15条  受賞作品の情報に関しては本会ウェブページにて公開する。 

 

細則  

第 1 条 「学会賞選考委員会（仮称）」は、代表理事が指名する主査および選考委員若干名をもって構

成する。 

第 2 条 共著書または共著論文で、共著者全員が推薦者となる場合には、そのうち１名が代表推薦者

として推薦手続きを行うものとする。 

第 3条  推薦者は、「学会賞推薦申請書」の送付に当たって、当該著作物の献本（現物またはコピー）

が可能かどうかを明示するとともに、必要に応じて「ISBNコード」等の書誌情報を記入するものと

する。 

第 4条  この規程の改廃は、理事会の議決を経ることを必要とする。 

 

附則 1.  この規定は 2013年 4月 1日より施行する。 

   2.  この規定は、施行後、必要に応じて見直しを行うものとする。 

 

 

 


